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◇単元名  

「音の性質」 

◇本時の目標 

  音の高さはどのようにすれば変わるのか，実験を通して考察し，自分の考えを表現することができ

る。 

◇本時の展開の概要（１４／１７） 

  音は振動によって発生し，弦などでは音の高さは長さや太さによって変わる。導入では，ギターを

用い，複数の太さが違う弦を使い曲を弾く，１本の弦だけを使い長さを変えて，どちらも同じ曲を弾

くことができる事象を提示する。これにより「音の高さ」と「弦の長さや太さ」に着目させ，その関

係を探らせる。実験ではモノコードを使い，弦の太さが変わることと音の高さ，弦の長さが変わるこ

とと音の高さの関係に気付かせていく。 

◇展開 

過程 主な学習活動（○）と生徒の様子(写真等) 教師の手立て（○） 

事
象
の
読
み
取
り 

○事象提示を見て，自分の考えを書く。 

     

  

 

 

 

(事象Ａ：数本の弦を使ってカエルの歌を弾い

た。) 

(事象Ｂ：１本の弦を使ってカエルの歌を弾い

た) 

 

 

 

○ギターで「カエルの歌」を弾き，使っている

弦の様子に着目して聴くようにさせた。  

【事象Ａ】複数の弦の太さを変えて演奏する。 

【事象Ｂ】１本の弦の長さを変えて演奏する。 

 

○複数，１本と使っている弦の数が違っても，

どちらも同じ曲が弾けたことについて，自分

の考えをワークシートに書かせた。 

 

 

 

 

○複数の弦を使っていることと１本の弦を使

っていることに気付かない生徒が多くいたた

め，もう一度演奏をしてみせた。 

事
象
の
説
明 

○事象を説明し，考えを交流する。 

 

 

 

 

 

 

＜キーワード＞  

・音の高さ ・弦の長さ ・弦の太さ 

○教師も交流の中に入り，児童がどのように考

えているのか，聞き取りを行った。 

 

 

 

 

 

○交流後，問題解決に向けて要因となる点をキ

ーワードとして発表させ，「音の高さ」「弦の

長さや太さに整理した。 

Ａは，弦を何本も使っている。でもＢは，１本しか

使っていないな。よく見るとＢは左手で弦を押さえ

ているな。 

Ａは，弾く弦を変えているから曲が弾け

るんじゃないの。 

Ｂは，弦の途中を押さえて音を変えてい

たようだ。 



 

学習問題：弦の長さや太さを変えると，音の高さはどのように変わるだろうか。 

実
験
計
画
・
実
験
活
動 

○実験方法を知り，実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

○弦の太さや長さと音の関係を調べる実験道

具としてモノコードを示し，グループに１つ

ずつ与えた。 

 

結
果 

○結果を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

○グループの結果を発表させ，どの班も同じよ

うな結果になったかどうか確認した。 

   

考
察(

結
論
・
事
象
の
再
説
明)

 

○結果から言えることをまとめる。 

(分かったこと) 

・弦を太くすると低い音になり，細くすると高

い音になる。 

・弦を長くすると低い音になり，短くすると高

い音になる。 

(事象の再説明：例) 

・Ａは，太い弦で低い音，細い弦で高い音を出

して音を変えていたから曲が弾けた。Ｂは，

長い弦で低い音，短い弦で高い音を出して音

を変えていたら曲が弾けた。 

○「分かったこと」は，教師とともに言葉を整

理しながら文章でまとめた。 

 

 

 

 

○「分かったこと」を基に，最初の事象の再説

明させた。 

 

 

これは，モノコー

ドと言います。ギ

ターのように弦が

張ってあります。 

弦の太さが違うと出る音も違

いました。細い方が高い音が出

ました。 

教師)弦を押さえる位置を変えてみまし

ょう。また，太い弦と細い弦の音の高さ

の違いを調べてみましょう。 

弦を短いところで押さえると高い音が

出るね。 

太い弦より，細い弦の方が音が高いよ。 

弦の長さをだんだん短くして

いくとどんどん高い音になり

ました。 


